
【エッセイ・提言・書評】　下山房雄

1

　
　
　

孫
崎
享
（
う
け
る
）『
日
米
同
盟
の
正
体
』
を
読
ん
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
山
房
雄

　

本
書
（
講
談
社
現
代
新
書
２
７
７
頁　

本
体
１
３
０
０
円　

２
０
０
９
年
３
月
刊
）
の
こ
と
は
、

私
の
平
日
日
課
＝
市
営
プ
ー
ル
通
い
で
知
り
合
っ
た
友
人
＝
Ａ
さ
ん
か
ら
教
わ
っ
た
。
Ａ
さ
ん
は
、

76
歳
の
私
よ
り
年
上
だ
が
、
小
説
を
書
こ
う
と
し
て
文
学
教
室
に
通
い
、
20
種
近
い
出
版
社
の
書
評

誌
を
購
読
し
た
り
で
、
青
年
的
知
的
好
奇
心
を
持
ち
つ
つ
生
き
て
い
る
人
だ
。
こ
の
Ａ
さ
ん
が
講
談

社
『
本
』
４
月
号
掲
載
の
著
者
自
身
に
よ
る
本
書
の
紹
介
「
迷
走
す
る
日
米
同
盟
」
を
コ
ピ
ー
、「
政
府
・

自
民
党
の
連
中
が
日
米
同
盟
と
か
言
っ
て
い
る
の
は
日
米
安
保
の
こ
と
と
ば
か
り
思
っ
て
い
た
の
が

ち
が
っ
て
い
た
」
と
添
書
き
し
て
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
送
っ
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
添
書
き
は
、
以
下

の
マ
ス
コ
ミ
、
ミ
ニ
コ
ミ
の
記
事
の
含
意
と
照
応
す
る
。
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１
）『
東
京
』
08
年
12
月
18
日
神
奈
川
版
の
藤
浪
・
樋
口
両
記
者
署
名
入
り
記
事
「
キ
ャ
ン
プ
座

間　

米
陸
軍
前
方
司
令
部
あ
す
一
周
年
」
で
の
ワ
ー
シ
ン
ス
キ
ー
司
令
官
の
言
：〈
米
陸
軍
の
最
優

先
の
任
務
は
イ
ラ
ク
と
ア
フ
ガ
ン
で
の
対
テ
ロ
戦
争
〉〈（
陸
自
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
）
同
じ
任
務

を
遂
行
す
る
こ
と
に
な
る
〉。

　

２
）『
全
国
革
新
懇
ニ
ュ
ー
ス
』
３
０
８
号
09
年
４
月
で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
＝
益
川
俊
英
「
戦

争
し
な
く
て
済
む
努
力
は
絶
対
に
あ
る
」：〈
安
保
条
約
は
日
本
で
お
こ
っ
た
戦
争
に
対
し
て
ア
メ
リ

カ
が
ど
う
す
る
か
‥
と
い
う
法
律
で
す
。
ア
メ
リ
カ
が
戦
争
を
始
め
た
と
き
、
日
本
が
軍
隊
を
も
っ

て
い
っ
て
助
け
る
と
い
う
条
項
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
「
日
米
同
盟
」
は
い
ま
の
段
階
で
は
使
っ

て
は
い
け
な
い
言
葉
で
は
な
い
か
〉

　

３
）『
新
婦
人
え
び
な
』
３
号
09
年
４
月
で
の
ビ
キ
ニ
デ
ー
参
加
者
報
告
〈
ア
メ
リ
カ
の
や
る
こ

と
に
は
、
と
に
か
く
黙
っ
て
耐
え
る
、
理
不
尽
に
抵
抗
し
な
い
日
本
政
府
。
今
ま
で
は
日
本
を
守
っ

て
く
れ
た
で
し
ょ
う
が
、
今
後
は
守
っ
て
く
れ
な
い
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
な
ニ
ュ
ー
ス
で
私
は
聞
い
て

い
ま
す
〉

　

―
こ
の
よ
う
な
状
況
認
識
の
基
礎
に
あ
る
状
況
そ
の
も
の
の
変
化
を
、
歴
史
構
造
的
に
描
い
た
の

が
本
書
で
あ
る
。
著
者
は
、
国
際
情
報
局
長
、
イ
ラ
ン
大
使
、
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
国
際
問
題
研
究
所

研
究
員
な
ど
を
歴
任
し
た
外
務
省
幹
部
官
僚
で
、
02
年
か
ら
防
衛
大
学
校
教
授
を
務
め
、
今
年
09
年

03
月
に
退
官
と
な
っ
た
（
43
年
生
ま
れ
な
の
で
定
年
退
官
？
）
人
物
。
退
官
寸
前
で
は
あ
る
が
「
日
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米
安
全
保
障
体
制
の
新
た
な
枠
組
み
」
は
「
自
衛
隊
員
に
死
を
覚
悟
し
て
貰
う
こ
と
」
だ
と
批
判
的

に
述
べ
る
（
７
頁
）
書
物
を
出
版
し
た
わ
け
だ
。

　

父
ブ
ッ
シ
ュ
の
行
な
っ
た
湾
岸
戦
争
＝
第
１
次
イ
ラ
ク
戦
争
（
91
年
）
に
日
本
が
１
３
５
億
ド
ル

の
支
援
を
行
っ
た
の
に
、
ク
エ
ー
ト
や
ア
メ
リ
カ
か
ら
感
謝
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
〈
今
度
は
金
だ
け

で
な
く
血
に
よ
る
国
際
貢
献
を
〉
と
吸
血
鬼
的
に
考
え
主
張
す
る
の
が
日
本
の
支
配
者
の
思
想
に
な

り
政
策
実
践
に
な
っ
て
い
る
な
か
で
、
こ
の
よ
う
な
書
物
の
出
版
の
意
義
は
大
き
い
。
防
衛
庁
政
務

次
官
、
郵
政
大
臣
を
歴
任
し
た
箕
輪
登
が
、
イ
ラ
ク
派
兵
違
憲
訴
訟
を
提
起
し
た
の
を
頂
点
と
し
て
、

防
衛
庁
の
要
職
に
あ
っ
た
者
が
反
戦
平
和
の
立
場
に
立
っ
て
発
言
す
る
こ
と
は
従
来
い
く
例
か
あ
っ

た
が
、
著
者
孫
崎
が
そ
う
な
る
か
ど
う
か
、
期
待
を
も
っ
て
見
守
り
た
い
。

　

孫
崎
は
、
１
）
在
日
米
軍
基
地
、
２
）
日
本
は
西
側
陣
営
、
３
）
た
だ
し
攻
撃
能
力
は
持
た
な
い
、

と
い
う
日
米
安
保
の
基
本
が
80
年
代
「
シ
ー
レ
ー
ン
構
想
」
で
「
歴
史
的
大
転
換
」
を
遂
げ
た
と
説

く
（
43
頁
）。
け
だ
し
、
多
く
の
日
本
人
は
中
東
―
日
本
の
石
油
輸
送
海
路
確
保
の
た
め
に
対
潜
哨

戒
機
Ｐ
―
３
Ｃ
を
保
有
す
る
と
理
解
す
る
が
、
実
は
１
０
０
０
カ
イ
リ
の
シ
ー
レ
ー
ン
は
、「
欧
州

に
お
け
る
ソ
連
の
攻
勢
に
地
球
規
模
で
対
応
す
る
た
め
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
の
ソ
連
の
潜
水
艦
を
攻
撃
す

る
」
と
い
う
ア
メ
リ
カ
の
戦
略
で
構
想
さ
れ
た
も
の
だ
か
ら
。
日
米
両
政
府
間
の
文
書
「
日
米
同
盟
：

未
来
の
た
め
の
変
革
と
再
編
」（
05
年
10
月
）
は
、
両
国
の
同
盟
は
「
世
界
に
お
け
る
課
題
に
効
果

的
に
対
処
す
る
う
え
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
」
と
遂
に
宣
言
す
る
。
安
保
条
約
の
極
東
条
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項
は
は
る
か
に
超
え
ら
れ
、
オ
バ
マ
の
ア
フ
ガ
ン
等
で
の
対
テ
ロ
戦
争
継
続
へ
の
自
衛
隊
の
動
員
と
い
う
枠

組
み
が
形
成
さ
れ
た
。
こ
れ
こ
そ
が
「
日
米
同
盟
の
正
体
」
だ
と
孫
崎
は
論
ず
る
の
だ
。
た
だ
、
在
日
米
軍

基
地
な
し
で
は
ア
メ
リ
カ
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
は
行
な
え
な
か
っ
た
こ
と
へ
の
言
及
は
な
く
、
日
米
安
保
の
本

質
を
対
米
従
属
と
し
た
り
し
な
か
っ
た
り
（
６
、
46
頁
）
の
議
論
に
私
は
異
を
立
て
る
。
し
か
し
、
ソ
マ
リ

ア
海
賊
退
治
と
称
し
て
厚
木
基
地
か
ら
ｐ
―
３
Ｃ
が
飛
び
立
つ
の
を
極
右
街
宣
車
10
台
が
激
励
す
る
現
状
を

批
判
す
る
の
に
有
益
な
書
と
し
て
強
く
推
し
た
い
。（
09
年
６
月
10
日
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
な
が
わ
総
研
「
研
究
と
資
料
」
２
０
０
９
年
６
月
号
、
１
５
５
号
）


